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令和２年度 第１回全校研究会 

 
Ⅰ 研究主題 

  「主体的な姿」を目指した授業づくり（２年計画の１年次） 
    ～単元・題材構想シートと個別の評価シートの活用を通して～ 
 
Ⅱ 設定の理由 
   

本校では、学校目標を平成３０年度より「仲間とともに 今を主体的に」と掲げ、教師主導では

なく児童生徒主体の教育活動を行っている。研究推進においても、児童生徒一人ひとりが「今」、

いきがい、やりがい、手応えを感じられる授業を目指し、授業づくりや授業改善を行ってきた。 
  令和元年度研究では、【研究仮説】を「学びに向かう力，人間性等」（主体的に学習に取り組む態

度）を目指す授業づくりを行うことで、他の２つの柱「知識及び技能」（知識・技能）や「思考力,

判断力,表現力等」（思考・判断・表現）が身に付くだろうとし、取り組んだ。仮説に伴い、研究主

題を『「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を位置付けた授業づくりを目指して～主体性

を育むための単元・題材構想シートを通した授業づくり～』とした。また、主に対象児童生徒に対

する手立て・支援あるいは改善案の検討を行った平成３０年度の単元・題材構想シートを発展さ

せ、単元・題材全体の設定理由と単元・題材終了後の振り返り・改善点について授業グループで検

討した他、授業づくりの視点(岩大附属特別支援学校版 別項Ⅹ参照)を用いた授業づくり・授業改

善を行った。授業づくりの過程において、対象児童生徒に対する主体性を主軸に授業構想を考え

るようにはなったが、仮説を検証する手段が不明瞭であったこともあり、仮説を立証するには至

らなかった。 

  一方で、授業担当者単位の小グループで研究を推進したこと、また、話し合いツールとして単

元・題材構想シートを使用したことが、全職員が授業づくり・授業改善を意識するようになる機会

になり、次年度の教育活動につなげることができた。その意味においては大変有益な研究推進方

法であったことが立証された。 

令和２年度研究では、過去２年間の研究を引継ぎ、発展させ、令和２年度の研究仮説を立証した

いと考えた。研究を進めるにあたって気を付けていきたいと考えていることは次の２点である。

１点目は、研究対象として授業を作っていく過程では、本時や一単元だけにとどまらず、他の単元

とのつながり、また年間を通しての単元構成をも念頭においた計画・実践とすること。２点目は対

象児童生徒の将来の姿を描きながら、今、どのような授業展開をすべきかについて検討を重ねる

こと。伴って、対象児童生徒の変容を具体的に記し、評価につなげること。ひいては、次年度の授

業計画にもつながるような研究にしたいと考えた。 

 
 
Ⅲ 研究の目的 
 
（１） 仮説である【「学びに向かう力，人間性等」（主体的に学習に取り組む態度）を目指す授業づ

くりを行うことで、他の２つの柱「知識及び技能」（知識・技能）や「思考力,判断力,表現力

等」（思考・判断・表現）】について、実践を通して検証する。 

（２） 年間計画～単元計画～授業計画の構成や全体目標・個別目標等、授業づくり・授業改善につ

いて PDCA をより明確に行い、授業担当者間で検討・共有する。年間を通して見えてきた改善

案については次年度の授業に生かす。 

（３） 対象児童生徒について、年間目標～前期目標～単元目標を授業担当者間で検討・共有するこ

とを通して、目指す主体的な姿について、どのような授業づくりをすべきか追及する。 
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Ⅳ 研究内容・方法 
 
 ・２年次計画のもと推進する。 

（１） 授業グループを研究グループに位置付け、授業計画～目標設定、児童生徒の個別の目標につ

いて検討する。目標設定時は、その授業で目指す「主体的な姿」について、学部目標や新学習

指導要領をもとに設定する。また、授業づくりの際には、「授業づくりの視点」(岩大附属特別

支援学校版 別項Ⅹ参照)を念頭に置く。 

（２） 授業実践における児童生徒の活動の様子を担当職員が中心となって具体的かつ端的に記録

していく。教職員・講師それぞれ１名以上の児童生徒についてまとめる。（授業の展開によっ

ては、記録する職員または児童生徒が複数名になる場合もありうる。） 

（３） 授業実践後あるいは、単元・題材の一区切りがついたとき、前期、後期の授業を終える時期

などタイミングを見計らいながら、活動の様子(記録)を持ち寄り、活動の様子から導かれる

評価が「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」のどの部分にあた

るかをグループ内で検討し、仮説を検証する。 

（４） 主体的な姿について、年間を通して、授業実践を振り返り、当初に設定した主体的な姿との

妥当性の検証と、学部や授業としての今後の方向性を導く。また、次年度の生活のテーマや年

間指導計画につなげる。 
 
Ⅴ 研究推進計画 
 
１年次 
(令和２年度) 

・各学部・研究対象授業で目指す主体的な姿を検討、授業を通して検証。 
・年間を通し、個々の目標と評価を検証し、仮説の妥当性を検討。 
・年間の授業実践を振り返り、次年度の単元・題材年間計画を立案。 
※授業グループおよび学部を超えた授業参観を行い、授業づくりの一助

とする。(授業参観週間を設定) 
※ステップアップⅡ研修会に授業提供を行い、校外教職員からの意見を

聞き、研究に反映させる。 
※１年次の経過については第２回全校研で報告及び意見交換を行う。 

各学部 
授業グループ 

２年次

(令和３年度) 
・１年次で検討・検証した各学部・研究対象授業で目指す主体的な姿を

もとに、授業づくり・実践 
・小学部～中学部、中学部～高等部、あるいは学年への繋がりを意識し

た授業実践 
・１年次同様、個々の目標と評価を検証し、仮説の妥当性を検討。 
・まとめと考察 
※授業グループおよび学部を超えた授業参観を行い、授業づくりの一助

とする。(授業参観週間を設定) 
※開かれた授業研究会及びステップアップⅡ研修会にて授業提供を行

い、校外教職員からの意見を聞き、研究に反映させる。 

各学部 
授業グループ 
 

 
Ⅵ 研究組織 

 
 
 
 
 
 
 
 

教職経験３年目研修者による授業づくり検討会 
（提案授業）※対象者…本校３名、分教室１名 

全校研究会(年２回) 学部・分教室 
及び授業グループ研究会(年７回) 
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Ⅶ 研究授業および研究授業に関わる授業研究会について 
 
 教職経験３年目研修者に提案授業を行ってもらい、授業研究会を開催する。授業日前には、授業参

観週間(仮称)等を設定して実際の授業を参観する機会を設け、全員が参観できるような体制を作る。

研究会は、学部職員以外の参加も可とし、連続性や一貫性を意識した授業づくりの一助とする。 

 なお、提案授業のビデオ録画を、小中学校の特別支援学級担当２年目対象者研修(ステップアップ

研修会)の研修として提供し、参観者から助言をいただく機会を持つ。全体研究に関わるような内容

については、後日、全体に周知する。 

 

Ⅷ 研究構想図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅸ 検証について 

 
 児童生徒の「主体的に取り組む姿」について目標立て、その目標に向かって授業実践を行った際の

児童生徒の様子から、前期・後期の評価を導く。評価内容が「知識・技能」「思考・判断・表現」を

も導かれるものであったかどうか、グループ内で検討し検証とする。 
 
 
 
 
 
 

 …シートに記載 

学校目標を踏まえた本年度の重点 
小学部  中学部  高等部 寄宿舎 

学校目標 

「仲間とともに、今を主体的に」  

後期 

 

生活のテーマに基づいた年間授業計画(Plan-１) 

単元・題材構想・授業全体の目標設定(Plan-２) 

個別の年間・半期、単元・題材目標作成(Plan-３) 

Plan 

 

一単位時間ごとのミニ PDCA 

授業づくりの視点 

Check 

Action 

Plan 

Do 

授   業 
Do 

次時の授業に対する目標・

支援・手立て等の計画 

目指す主体的な姿 

Action 

   後期の児童生徒の目標・手立て・支援の検討・変更 Plan Action 

次時の授業に対する目標・

支援・手立て等の検討 

児童生徒の活動の様子(評価) 

Check 
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Ⅹ 資料等 
 
(１) 進め方 

① 単元・題材に関する全体計画 

  年間指導計画から単元・題材構想をグループで検討・確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 個別の目標他検討 

ア.目指す主体的な姿(年間目標) 

イ.前期目標、単元・題材名 ※目標は通知表とリンク 

ウ.単元ごとの個別目標 

エ.手立て・支援 

をグループで検討 

 

③ 授業 

単元・題材の授業を通して、児童生徒の様子・変化を具体

的に。担当者中心に記述   → 繰り返し 

 

④ 観点別評価 

授業を通して、記載した児童生徒の様子・変化を見取り、

グループ内で、どの観点別なのか話し合い・評価。 

※評価を通知表に書くときの、参考に。 
 

⑤ 授業の振り返り・改善点検討 

単元や前期の終わり、年間の終わりに授業の振り返り・ 

改善点をグループで検討 
 
 
 

①
年
間
指
導
計
画
か
ら
書
き
写
す
→
グ
ル
ー
プ
で
学
習
内
容
に
つ
い
て
検
討 

Plan-３ 個別の年間・半期、単元・題材目標作成 

授業の記録 

ア.目指す主体的な姿(年間目標) 

イ.前期目標 
 

児童生徒の活動の様

子(授業の記録) 

一単元・題材ごとの振り返り・改善点 

一単元・題材ごとの振り返り・改善点 
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２ シート 

 (1)単元・題材構想シート(令和２年版)    (2)個別の評価シート 

３ 授業づくりの視点(岩手大学教育学部附属特別支援学校 IFT24 2017 研究紀要より) 

  ※吹き出しは、前校長試案。 

授業づくりの視点と方向性  授業づくりの視点の具体的内容 

① 単元の設定 

  学部目標に基づいて目標を設定 

  どの児童生徒も目的をもち取り組める単元に 

〇児童生徒の実生活に結び付いた単元 

〇興味・関心や願いを取り入れた単元 

〇活動の流れやつながりが明確な単元 

② 単元の計画 

  単元の目標に基づいた指導計画 

  中心になる活動を繰り返す計画に 

〇まとまりのある計画 

〇繰り返すことで活動を積み重ねることができる計画 

〇発展性のある計画 

③ 活動内容 

  単元の計画を推進するための授業の展開 

  どの児童生徒も存分に活動できるように 

〇集団の中で、人と関わり、自分の役割を遂行できる活動内容 

〇自分のもっている力を生かし、やりがいを感じられる活動内容 

〇自分で考え、行動できる活動内容 

〇達成感、充実感を得られる活動内容 

〇自己選択・自己決定ができる活動内容 

④ 学習内容への支援 

  教材教具・場の設定・教師の働きかけ 

  分かって動き、十分活動できるように 

〇児童生徒が自分でできる教材・教具 

〇自分から活動できる教材・教具 

〇十分に取り組める活動量と時間 

〇活動しやすい道具の配置、動線 

〇児童生徒が自分でできるような教師間の連携（T-T） 

⑤ 協同的活動への支援 

  児童生徒同士の関わりへの支援・教師との関わり 

  教師も共に活動しながら、共感的に支援できるように 

〇共に活動する友達に関心を向け、友達や教師と共に活動でき

るようにする。 

〇教師は児童生徒と共に活動し、児童生徒の自分でできる状況

をつくるような適切な関わりをする。 

「
集
団
化
と
個
別
化
」 

「将来」より「今」 

「知識・技能」よりも 
「主体性」 

「経験」より「達成感･成就感」 
生活する力を育む 

「指導者」「訓練者」より「仲間」「先輩」「人生のお手本」 
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４ 新学習指導要領の方向性(資料：文部科学省「学習指導要領改訂の方向性(案)」) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  


